
■はじめに

　去る2010年4月27日，当社はキャッツ㈱と資本提携いたしました。今回そのご挨拶を兼ね，
当社の推進するトータルソリューション「BizGrandist」のご紹介と，開発におけるツールの位置
づけに関する一考を述べさせていただきます。
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１．当社の取り組みと資本提携のねらい
　当社は1979年に松下電器産業㈱と松下通信
工業㈱の出資により松下グループのソフトウェア開
発会社として設立され，以来30年超にわたりパナ
ソニック製品を主として組み込みソフトウェア開発
及びシステム構築事業に携わっています。更に現
在は，2008年の㈱ＮＴＴデータ及びパナソニックモ
バイルコミュニケーションズ㈱の資本提携により社
名をNTTデータMSEに変更し，これを契機に更な
る事業領域の拡大を図っています。
　特に新たな事業展開として，長年の開発業務で
培ったノウハウや資産を他のソフトウェア開発事業
を営む企業やサービス事業を展開されている企業
の皆様にご提供すべく，トータルソリューションサー
ビス「BizGrandist（ビズグランディス）」を推進して
います。
　このトータルソリューションサービスは開発におけ
る上流工程から下流工程までの連携を柔軟かつ迅

速に実現すること及び開発を取り巻く様々な要素
に対しても最適なソリューションを提供することを目
指しており，そのためにも自社のみならず有力な組
込みパッケージベンダーとのパートナーシップによ
り，それらの総力を「BizGrandist」に結集する取り
組みを行っています。

　CASEツールの開発，販売，運用支援及び保守
サービスで国内有数の実績を持つキャッツ㈱とは当
社の開発業務において長年の協力関係にありまし
たが，このたびの資本提携を通じて双方のトータル
ソリューション展開・ツールチェーン構築に向け協
業体制を更に強化しました。

１９８７年

１９９５年

２０００年

２００７年

２００９年

松下システムエンジニアリング入社。交通管制システム等の大規模
インフラシステムの開発に従事。

VICSを中心とした交通管制に関わる産学官連携の標準化SE活
動に参画。

開発部門の組織責任者としてＣＭＭの認定取得などソフトウェア
エンジニアリングの高度化を推進。

文部科学省ＥＡＳＥプロジェクトに協力し、開発現場での実践に
重心を置いたに産学連携の取り組みを推進し、電子情報通信
学会論文を共著。

新規ビジネス推進部を立ち上げ、「BizGrandist」の全体構想
及びＣＡＴＳ社との連携ソリューションの構築に従事。

株式会社NTTデータMSE
第三営業本部　副本部長　兼　新規ビジネス推進部　部長

［図1］ BizGrandist
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［図2］ BizGrandistのサービスラインナップ

２．BizGrandistの展開
　「BizGrandist」は，ＮＴＴデータグループの組込
みソフトウェア開発向けソリューションセットのブラン
ド名称で，「国内外のソリューションおよびツールを
組み合わせ，要件定義からテスト工程までのソフト
ウェア開発環境をトータルに支援し，高い品質の確
保並びに生産性を向上させる」，「端末機器，インフ
ラシステム，要素技術，デバイス制御など数多くの
組込みソフトウェア開発で培ったコンサルティング
及び開発ノウハウを組込みソフトウェア以外にも広
く展開して，商品開発のみならずサービス価値を創
出する」という意味が込められています。（図１）
　この「BizGrandist」は「要件定義」，「設計開
発」，「検証」及び「保守改善」などの開発工程全般
並びに「開発プロセス」及び「人材育成」などの開
発を下支えする基盤を対象カテゴリとしており，その
各カテゴリに対して，お客様の現状分析や課題解
決方法のコンサルティングを行う「企画・計画」，課
題解決に最適なツールやコンポーネントの提供を
行う「ツール・コンポーネント」及び，開発基盤構築，
製品・サービス開発，課題解決の実行する「構築・
実装」の３つのソリューション概念でのアプローチか
ら構成されます。図２のとおり，このカテゴリとソリュ
ーションの交点にはそれぞれサービスやツールなど
がマッピングされており，これらは常にブラッシュアッ
プを行い，かつ更に新しい企画を検討しています。
　既知の事ではありますが，「ZIPC」，「ZIPC 
Feature」，「ZIPC SPLM」及び「Drawrial」などは
上流工程における強力なCASEツールですが，こ
の「BizGrandist」においても主に要件定義並びに
設計開発カテゴリにおいて重要な位置づけとなっ
ています。

３．工程とプロセス
　前章で“この「BizGrandist」は「要件定義」，「設
計開発」，「検証」及び「保守改善」などの開発工程
全般並びに「開発プロセス」及び「人材育成」など
の開発を下支えする基盤を対象とするカテゴリとし
ており・・・”と述べましたが，一般的にも「開発プロ
セス」，「開発工程」，「開発フェーズ」或いは「設計
プロセス」，「設計工程」，「設計フェーズ」などいろい
ろな表現が使われています。「プロセス」という言葉
を辞書で引くと「処理・手順・過程・経過」，工程は

「段階・順序」，「フェーズ」は「段階・局面」などと記
述されていますが。これらは何が違うのでしょうか。
　一般的に開発の流れは「要件定義」・「設計」・
「実装」・「検証」などのV字モデル（ウォーターフォー
ルモデル）が多いと考えられます。また，例えば「検
証」であれば「コード検証」・「構造検証」・「機能検

証」・「要件検証」などの様に細分化される場合もあ
ります。これらの一つ一つの構成要素はSW-CMM
（或いはCMMI）の概念から考えると「工程」であり
「プロセス（処理）」ではありません。また「フェーズ」は
「工程」と同義と捉えられます。
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　プロセスは本来，「入力」があり「開始の条件」が
定められており，それが整った時点で「処理」が行わ
れ，「終了の条件」が定められており，それを満たした
時点で「処理」が完了し，結果としての「出力」が存
在するものです。また，この「処理」にはそれを行う
「技法」や「手順」が定められており，プロセス全体
の標準化が担保されているものです。ここで「プロセ
ス」と「工程」の関係を「検証工程（テストフェーズ）」
を例に考えると，「検証工程」では“検証”というプロ
セス以外に，そのプロセスを実施するための“トレー
ニング”，テスト結果などの“妥当性確認”，不具合検

出件数などの“測定と分析”，成績書や修正オブジ
ェクトの“構成管理”並びに“プロセスと成果物の品
質保証”など，様々なプロセスが実行されています。
すなわち複数のプロセスが組み合わされて一つの
工程が構成されていると考える事が出来ます。
　また,これらの工程が連続した全体の流れにはウ
ォーターフォールモデル以外にインクリメンタルモデ
ル，反復モデル或いはアジャイルなどがあり，「開発
プロセス」と呼ぶよりは「開発ライフサイクル」ととら
えたほうが良いと考えられます。

４．ツールとプロセスの関係
　では,そもそもツールとは何でしょうか。簡単に言っ
てしまえば「一連の手順を自動化するもの」です。す
なわち「手順」に相当するものですから，上位概念
は「手法・技法」となり，またその上位概念は「プロ
セス」となります。自動化することにより手順の実行
速度向上，人的ミス排除及び出力結果の標準化
などが可能ですから，プロセスの品質が向上し，結
果的に全体の生産性や品質を向上するとが期待
できます。
　これに対し「ツールを導入したが期待通りの効果
が出ない」という現実に直面することも多々ありま
す。しかしこれらは｢工程・プロセス・技法・手順｣の
関係や導入に伴うプロセス変更の必要性を考えな
いで“銀の弾丸”がごとく“工程”に対して導入してい
るケースも多々存在するのではないでしょうか。シン
プルで単機能なツールは導入が容易で効果もすぐ
に出ますが,これはプロセス変更を必要としない局
所的手順に特化しているからで，全体に対する効
果の上限は知れています。ZIPCファミリーは相応の
即効性も備えていますが技法そのものをサポートし
ていますので，これらのステージにあるツールはプロ
セスの見直しも行う事でより大きな効果を得ること
が可能だと考えられます。
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５．適用領域の拡大
　前述の通り「プロセス」の組み合わせで「工程」が
構成され，その出現順序を定めることによって「ライ
フサイクル」が構成されるわけですから，ツールは必
ずしも工程に束縛されてはいません。
　“「ZIPC」・・・などは上流工程における強力な
CASEツールですが，この「BizGrandist」において
も主に要件定義並びに設計開発カテゴリにおいて
重要な位置づけとなっています。”と前述しましたが,
　既にZIPCユーザーである多数の企業が検証工
程などでZIPCを利用していることから考えれば，設

計工程にとどまらないものになっています。もちろん
これは設計工程で作成したZIPCのアウトプットを検
証工程でインプットとしているもので，至極当然の
流れなのですが，状態遷移表という技法を利用する
「プロセス」が構成要素になっている「工程」がほか
に存在するのであれば，それが設計工程でなくとも
利用可能なはずです。また「組み込み」ではないソフ
トウェア開発であっても，更に言ってしまえば「ソフト
ウェア開発」でなくても利用シーンは存在すると考え
ることが出来ます。

６．今後の展開
　今回の資本提携及び「BizGrandist」の推進の
中で，当社保有ツールとの融合や実開発現場とし
てのノウハウの注入によるキャッツ㈱のツールの更
なる機能とユーザービリティーの強化，プロセスコン
サルとの連携によるユーザー企業の皆様にとって
の導入効果・付加価値向上，そしてキャッツ㈱のツ
ールを利用した新しいソリューションの創造とご提
供に取り組んでまいります。
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